
貸   借   対   照   表
令和4年 3月31日現在

（単位:円）

科        目 当年度 前年度 増減

現 金 預 金

未 収 金

Ⅰ　資産の部

  １．流動資産

182,581,317 181,398,409 1,182,908

18,521,184 16,772,794 1,748,390

6,561,474 6,547,236 14,238

        流動資産合計 207,663,975 204,718,439 2,945,536

未 収 収 益

  ２．固定資産

    (1) 基本財産

1,030,249,110 1,045,087,760 △ 14,838,650

        基本財産合計 1,030,249,110 1,045,087,760 △ 14,838,650

    (2) 特定資産

13,922,167 11,514,867 2,407,300

繰 入 基 金 資 産

給 付 責 任 準 備 資 産

147,774,582 146,291,796 1,482,786

723,154,523 724,042,368 △ 887,845

Ｓ Ｄ Ｄ 基 金 資 産

橋 本 基 金 資 産

382,486,300 385,162,400 △ 2,676,100

1,350,882,765 1,510,446,551 △ 159,563,786

222,265,059 229,522,386 △ 7,257,327

        特定資産合計 2,840,485,396 3,006,980,368 △ 166,494,972

事 業 積 立 資 産

    (3) その他固定資産

19,732 28,154 △ 8,422建 物 附 属 設 備

電 話 加 入 権

緊 急 一 時 貸 付 金

131,619 187,247 △ 55,628

0 0 0

什 器 備 品

ソ フ ト ウ ェ ア

317,375 317,375 0

0 0 0

        その他固定資産合計 468,726 532,776 △ 64,050

        固定資産合計 3,871,203,232 4,052,600,904 △ 181,397,672

        資産合計 4,078,867,207 4,257,319,343 △ 178,452,136

Ⅱ　負債の部

  １．流動負債

250,000 2,237,250 △ 1,987,250未 払 金

預 り 金

賞 与 引 当 金

25,163,000 28,599,000 △ 3,436,000

17,972,471 19,294,157 △ 1,321,686

未 払 給 付 金

前 受 金

1,267,365 1,354,789 △ 87,424

2,095,533 2,077,333 18,200

退 職 給 付 引 当 金

役 員 退 職 慰 労 引 当 金

        流動負債合計 46,748,369 53,562,529 △ 6,814,160

  ２．固定負債

6,535,500 5,648,200 887,300

7,386,667 5,866,667 1,520,000

1,523,504,881 1,664,883,764 △ 141,378,883

        固定負債合計 1,537,427,048 1,676,398,631 △ 138,971,583

給 付 責 任 準 備 引 当 金

        負債合計 1,584,175,417 1,729,961,160 △ 145,785,743

Ⅲ　正味財産の部

  １．指定正味財産

        指定正味財産合計 1,436,410,433 1,450,361,777 △ 13,951,344

        （ う ち 基 本 財  産  へ の 充 当 額 ） (587,127,180) (599,700,277) (△ 12,573,097)

        （ う ち 特 定 資  産  へ の 充 当 額 ） (849,283,253) (850,661,500) (△ 1,378,247)

  ２．一般正味財産 1,058,281,357 1,076,996,406 △ 18,715,049

        （ う ち 基 本 財  産  へ の 充 当 額 ） (443,121,930) (445,387,483) (△ 2,265,553)

        （ う ち 特 定 資  産  へ の 充 当 額 ） (626,397,211) (634,357,450) (△ 7,960,239)

4,257,319,343 △ 178,452,136

        正味財産合計 2,494,691,790 2,527,358,183 △ 32,666,393

        負債及び正味財産合計 4,078,867,207

基 本 財 産

退 職 給 付 引 当 資 産



貸 倒 引 当 金 取 崩 益 0 50,000 △ 50,000

貸 倒 引 当 金 取 崩 益 0 50,000 △ 50,000

Ｓ Ｄ Ｄ 基 金 事 業 費 6,808,690 6,613,140 195,550

1,700,144 1,812,329 △ 112,185雑 費

共 益 費

保 険 料

576,968 453,886 123,082送 金 手 数 料

2,550 2,550 0

1,401,470 1,401,470 0

3,584,117 3,584,117 0

57,986 58,075 △ 89光 熱 水 料 費

賃 借 料

通 信 運 搬 費

359,062 356,345 2,717

54,442 54,442 0減 価 償 却 費

備 品 消 耗 品 費

退 職 給 付 費 用

福 利 厚 生 費

317,484 319,399 △ 1,915

160,862 12,750 148,112旅 費 交 通 費

4,376,981 4,462,555 △ 85,574

771,951 1,502,446 △ 730,495

役 員 報 酬

給 料 手 当

1,322,400 1,322,400 0

1,781,203 1,765,733 15,470賞 与 引 当 金 繰 入

役 員 退 職 慰 労 引 当 金 繰 入

10,972,102 13,136,748 △ 2,164,646

16,571,970 16,571,970 0

緊 急 時 見 舞 金

援 護 活 動 費

44,011,692 46,817,215 △ 2,805,523

9,657,361 16,151,716 △ 6,494,355援 護 協 力 事 業 費

事 業 管 理 費

6,691,041 5,762,838 928,203

300,000 200,000 100,000

完 了 給 付 金

越 年 資 金

2,550,000 2,800,000 △ 250,000

3,750,000 2,550,000 1,200,000入 学 支 度 金

進 学 等 支 援 金

14,350,000 14,575,000 △ 225,000

2,580,000 2,760,000 △ 180,000

広 報 費

4,950,000 4,250,000 700,000

97,287,092 105,662,694 △ 8,375,602援 護 事 業 費

橋 本 給 付 金

残 余 財 産 返 還 金
給 付 金 送 金 手 数 料

317,458,000

12,308,427

1,395,240

10,347,740 1,960,687

3,315,933 3,099,231 216,702シ ス テ ム 管 理 費

962,720 432,520
3,386,025 1,648,760 1,737,265

379,620,451 △ 41,756,826育 成 基 金 事 業 費

       経常収益計 489,703,431 542,247,894 △ 52,544,463

363,562,000 △ 46,104,000育 成 給 付 金

196,358,385 △ 54,979,502

    (2) 経常費用

337,863,625

3,362 5,519 △ 2,157受 取 利 息

給 付 責 任 準 備 引 当 金 取 崩 益

給 付 責 任 準 備 引 当 金 取 崩 益

141,378,883 196,358,385 △ 54,979,502

141,378,883

受 取 政 府 補 助 金

受 取 民 間 負 担 金

3,362 5,519 △ 2,157雑 収 益

17,903,686 16,213,589 1,690,097

18,521,184 16,772,794 1,748,390

受 取 寄 付 金

受 取 寄 付 金 一 般

36,424,870 32,986,383 3,438,487受 取 補 助 金 等

130,652,579 142,562,239 △ 11,909,660

130,652,579 142,562,239 △ 11,909,660

受 取 賛 助 会 費

138,900,000 126,700,000 12,200,000

138,900,000 126,700,000 12,200,000受 取 負 担 金

受 取 拠 出 金

8,730,000 7,580,000 1,150,000

732,600 1,153,942 △ 421,342

8,730,000 7,580,000 1,150,000

事 業 積 立 資 産 受 取 利 息

受 取 会 費

14,533,622 17,086,029 △ 2,552,407

2,693,072 2,707,741 △ 14,669繰 入 基 金 資 産 受 取 利 息

給 付 責 任 準 備 資 産 受 取 利 息

3,435,555 2,936,202 499,353

21,394,849 23,883,914 △ 2,489,065

12,218,888 12,121,454 97,434

12,218,888 12,121,454 97,434

    (1) 経常収益

正 味 財 産 増 減 計 算 書
令和3年 4月1日から令和4年 3月31日まで

（単位:円）

科        目 当年度

Ⅰ　一般正味財産増減の部

  １．経常増減の部

新 型 コ ロ ナ 対 策 特 別 給 付 金 45,650,000 50,000,000 △ 4,350,000

前年度 増減

基 本 財 産 運 用 益

基 本 財 産 受 取 利 息

特 定 資 産 運 用 益

橋 本 基 金 資 産 受 取 利 息



橋 本 基 金 資 産 受 取 利 息 1,249,113 821,094

△ 16,419,057

受 取 Ｓ Ｄ Ｄ 基 金 寄 付 金

152,319,982

          一般正味財産期首残高

11,610,570

Ⅲ　正味財産期末残高 2,494,691,790 2,527,358,183 △ 32,666,393

          指定正味財産期末残高 1,436,410,433 1,450,361,777

1,450,361,777

△ 89,535,431

88,860,044

△ 102,811,388

          指定正味財産期首残高 1,361,501,733

△ 13,951,344

          当期指定正味財産増減額 △ 13,951,344 88,860,044

一 般 正 味 財 産 へ の 振 替 額
一 般 正 味 財 産 へ の 振 替 額 △ 105,543,285 △ 111,800,029 6,256,744

△ 105,543,285 △ 111,800,029 6,256,744

特 定 資 産 評 価 損 益 等

△ 2,366,979 8,152,132 △ 10,519,111

△ 2,366,979

特 定 資 産 評 価 損 益 等

基 本 財 産 評 価 損 益 等

8,152,132 △ 10,519,111

△ 12,583,273 △ 4,926,738 △ 7,656,535基 本 財 産 評 価 損 益 等

△ 12,583,273 △ 4,926,738 △ 7,656,535

1,101,267 1,113,528 △ 12,261

2,741,268 2,755,947 △ 14,679

5,091,648 4,690,569 401,079特 定 資 産 運 用 益

Ｓ Ｄ Ｄ 基 金 資 産 受 取 利 息

繰 入 基 金 資 産 受 取 利 息

428,019

受 取 民 間 負 担 金

7,524,450 7,437,745 86,705

7,524,450 7,437,745 86,705基 本 財 産 運 用 益

基 本 財 産 受 取 利 息

17,903,686 16,213,589 1,690,097

3,438,487

45,890,655

受 取 補 助 金 等

135,426,086

受 取 政 府 補 助 金

受 取 寄 付 金 指 定

16,893,896 △ 5,283,326

18,521,184 16,772,794 1,748,390

36,424,870 32,986,383

          一般正味財産期末残高 1,058,281,357 1,076,996,406 △ 18,715,049

57,501,225

Ⅱ　指定正味財産増減の部

△ 94,818,757受 取 寄 付 金

1,076,996,406 1,084,720,660 △ 7,724,254

          当期一般正味財産増減額 △ 18,715,049 △ 7,724,254 △ 10,990,795

          当期経常外増減額 0 0 0

        経常外費用計 0 0 0

    (2) 経常外費用

        経常外収益計 0 0 0

    (1) 経常外収益

  ２．経常外増減の部

        当期経常増減額 △ 18,715,049 △ 7,724,254 △ 10,990,795

        評価損益等計 △ 18,562,198 △ 6,783,225 △ 11,778,973

△ 16,419,057 △ 8,784,549 △ 7,634,508特 定 資 産 評 価 損 益 等

基 本 財 産 評 価 損 益 等

△ 8,784,549 △ 7,634,508特 定 資 産 評 価 損 益 等

△ 2,143,141 2,001,324 △ 4,144,465

△ 2,143,141 2,001,324 △ 4,144,465

         評価損益等調整前当期経常増減額 △ 152,851 △ 941,029 788,178

基 本 財 産 評 価 損 益 等

        経常費用計 489,856,282 543,188,923 △ 53,332,641

300,025 319,823 △ 19,798雑 費

保 険 料

諸 謝 金

101,818 80,098 21,720送 金 手 数 料

1,935,000 1,935,000 0

450 450 0

光 熱 水 料 費

247,318 247,318 0

632,491 632,491 0賃 借 料

共 益 費

10,233 10,248 △ 15

通 信 運 搬 費

減 価 償 却 費

63,364 62,884 480備 品 消 耗 品 費

9,608 9,608 0

56,027 56,365 △ 338

福 利 厚 生 費

会 議 費

28,388 2,250 26,138旅 費 交 通 費

39,380 0 39,380

772,409 787,510 △ 15,101

給 料 手 当

賞 与 引 当 金 繰 入

115,349 224,504 △ 109,155

197,600 197,600 0役 員 退 職 慰 労 引 当 金 繰 入

退 職 給 付 費 用

314,330 311,600 2,730

1,727,090 2,067,821 △ 340,731

4,142,993 4,142,993 0

科        目 当年度 前年度 増減

10,693,873

役 員 報 酬

11,088,563 △ 394,690法 人 管 理 費



141,378,883

給 付 責 任 準 備 引 当 金 取 崩 益

給 付 責 任 準 備 引 当 金 取 崩 益

Ｓ Ｄ Ｄ 基 金 事 業 費 6,808,690 6,808,690

保 険 料

送 金 手 数 料

1,700,144 1,700,144雑 費

2,550 2,550

576,968 576,968

光 熱 水 料 費

3,584,117 3,584,117

1,401,470 1,401,470

賃 借 料

共 益 費

57,986 57,986

通 信 運 搬 費

減 価 償 却 費

359,062 359,062備 品 消 耗 品 費

317,484 317,484

54,442 54,442

役 員 退 職 慰 労 引 当 金 繰 入

退 職 給 付 費 用

4,376,981 4,376,981

160,862 160,862

福 利 厚 生 費

旅 費 交 通 費

1,322,400 1,322,400

771,951 771,951

事 業 管 理 費

役 員 報 酬

10,972,102 10,972,102

1,781,203 1,781,203

給 料 手 当

賞 与 引 当 金 繰 入

44,011,692 0 44,011,692

16,571,970 16,571,970

進 学 等 支 援 金
緊 急 時 見 舞 金

6,691,041 6,691,041

9,657,361 9,657,361

援 護 活 動 費

援 護 協 力 事 業 費

2,550,000 2,550,000
300,000 300,000

橋 本 給 付 金

完 了 給 付 金

14,350,000 14,350,000

3,750,000 3,750,000

越 年 資 金

入 学 支 度 金

4,950,000 4,950,000

2,580,000 2,580,000

給 付 金 送 金 手 数 料

シ ス テ ム 管 理 費

12,308,427 12,308,427

97,287,092 0 97,287,092

広 報 費

援 護 事 業 費

1,395,240 1,395,240

3,315,933 3,315,933

育 成 基 金 事 業 費

育 成 給 付 金
3,386,025 3,386,025残 余 財 産 返 還 金

337,863,625 0 337,863,625

317,458,000 317,458,000

        経常収益計 479,009,558 10,693,873 489,703,431

    (2) 経常費用

雑 収 益

受 取 利 息

141,378,883 0 141,378,883

141,378,883

3,362 0 3,362

3,362 3,362

受 取 補 助 金 等

受 取 政 府 補 助 金

17,903,686 17,903,686受 取 民 間 負 担 金

36,424,870 0 36,424,870

18,521,184 18,521,184

受 取 拠 出 金

受 取 寄 付 金

125,893,861 4,758,718 130,652,579受 取 寄 付 金 一 般

138,900,000 138,900,000

125,893,861 4,758,718 130,652,579

事 業 積 立 資 産 受 取 利 息

受 取 会 費

7,682,400 1,047,600 8,730,000

138,900,000 0 138,900,000

受 取 賛 助 会 費

受 取 負 担 金

732,600 732,600

7,682,400 1,047,600 8,730,000

繰 入 基 金 資 産 受 取 利 息

14,533,622 14,533,622給 付 責 任 準 備 資 産 受 取 利 息

2,693,072 2,693,072

基 本 財 産 受 取 利 息

特 定 資 産 運 用 益

3,435,555 3,435,555橋 本 基 金 資 産 受 取 利 息

7,331,333 4,887,555 12,218,888

21,394,849 0 21,394,849

    (1) 経常収益

7,331,333基 本 財 産 運 用 益

Ⅰ　一般正味財産増減の部

  １．経常増減の部

公益目的事業 法人会計
内部取引
等消去

合　　計

4,887,555 12,218,888

新 型 コ ロ ナ 対 策 特 別 給 付 金 45,650,000 45,650,000

正 味 財 産 増 減 計 算 書　内 訳 表
令和3年 4月1日から令和4年 3月31日まで

（単位:円）

科        目



橋 本 基 金 資 産 受 取 利 息 1,249,113 1,249,113

45,890,655

△ 2,143,141

受 取 寄 付 金 指 定

Ⅲ　正味財産期末残高 2,494,691,790 0 2,494,691,790

0 1,436,410,433

          当期指定正味財産増減額 0 △ 13,951,344△ 13,951,344

          指定正味財産期首残高 1,450,361,777

          指定正味財産期末残高 1,436,410,433

1,450,361,777 0

△ 105,543,285 △ 105,543,285
一 般 正 味 財 産 へ の 振 替 額

一 般 正 味 財 産 へ の 振 替 額

△ 2,366,979特 定 資 産 評 価 損 益 等

特 定 資 産 評 価 損 益 等

△ 105,543,285 △ 105,543,285

△ 2,366,979 △ 2,366,979

基 本 財 産 評 価 損 益 等

△ 2,366,979

△ 12,583,273 △ 12,583,273

繰 入 基 金 資 産 受 取 利 息

基 本 財 産 評 価 損 益 等

△ 12,583,273 △ 12,583,273

1,101,267 1,101,267

特 定 資 産 運 用 益

Ｓ Ｄ Ｄ 基 金 資 産 受 取 利 息

2,741,268 2,741,268

7,524,450 7,524,450

基 本 財 産 運 用 益

基 本 財 産 受 取 利 息

5,091,648 5,091,648

受 取 民 間 負 担 金

7,524,450 7,524,450

18,521,184 18,521,184

受 取 補 助 金 等

受 取 政 府 補 助 金

17,903,686 17,903,686

受 取 Ｓ Ｄ Ｄ 基 金 寄 付 金

36,424,870 36,424,870
45,890,655

57,501,225 57,501,225受 取 寄 付 金

11,610,570 11,610,570

          一般正味財産期末残高 1,058,281,357 0 1,058,281,357

Ⅱ　指定正味財産増減の部

          当期一般正味財産増減額 △ 18,715,049 0 △ 18,715,049

          一般正味財産期首残高 1,076,996,406 0 1,076,996,406

          当期経常外増減額 0 0 0

        経常外費用計 0 0 0

        経常外収益計 0 0 0

    (2) 経常外費用

  ２．経常外増減の部

    (1) 経常外収益

        評価損益等計 △ 18,562,198 0 △ 18,562,198

        当期経常増減額 △ 18,715,049 0 △ 18,715,049

特 定 資 産 評 価 損 益 等

△ 16,419,057 0 △ 16,419,057特 定 資 産 評 価 損 益 等

△ 16,419,057 △ 16,419,057

△ 2,143,141基 本 財 産 評 価 損 益 等

基 本 財 産 評 価 損 益 等

        評価損益等調整前当期経常増減額 △ 152,851 0 △ 152,851

△ 2,143,141 0 △ 2,143,141

300,025 300,025雑 費

        経常費用計 479,162,409 10,693,873 489,856,282

101,818 101,818

諸 謝 金

送 金 手 数 料

450 450

共 益 費

保 険 料

1,935,000 1,935,000

632,491 632,491

光 熱 水 料 費

賃 借 料

247,318 247,318

10,233 10,233

63,364 63,364

減 価 償 却 費

備 品 消 耗 品 費

56,027 56,027

旅 費 交 通 費

通 信 運 搬 費

9,608 9,608

会 議 費

28,388 28,388

退 職 給 付 費 用

福 利 厚 生 費

39,380 39,380

115,349 115,349

772,409 772,409

役 員 報 酬

給 料 手 当

314,330 314,330

197,600 197,600

賞 与 引 当 金 繰 入

役 員 退 職 慰 労 引 当 金 繰 入

4,142,993 4,142,993

1,727,090 1,727,090

科        目 公益目的事業 法人会計
内部取引
等消去

合　　計

0 10,693,873 10,693,873法 人 管 理 費



　公益法人会計基準（平成20年4月1日、改正平成21年10月16日、内閣府公益認定委員会）を採用している。

　１．継続事業の前提に関する注記

　　　該当なし

　２．重要な会計方針

　　（１）有価証券の評価基準及び評価方法

　　　　　その他の有価証券

　　　　　　時価のあるもの： 移動平均法に基づく時価法を採用している。 

　　（２）固定資産の減価償却の方法

　　　　　有形固定資産

　　　　　　建物附属設備、什器備品……定額法を採用している。

　　　　　無形固定資産

　　　　　　ソフトウェア……定額法を採用している。

　　（３）引当金の計上基準

　　　 　 賞与引当金…… 役職員の賞与支給に備えるため、支給対象期間に対応する支給見込額を計上している。

　　　 　 給付責任準備引当金…… 責任準備金（１００％）に相当する金額を計上している。

　　　 　 退職給付引当金…… 職員の退職給付に備えるため、期末退職給与の自己都合要支給額の１００％に相当する

　            金額を計上している。

　　　　　役員退職慰労引当金……役員の退職慰労金の支給に備えるため内規に基づく期末要支給額を計上している。

　　（４）リース取引の処理方法

　　　   リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、通常の

　　　  賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。

　　（5）消費税等の会計処理

　　　　消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

３．会計方針の変更

　　なし

　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。 （単位：円）

科　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

 基本財産

　　普通預金 19,572,880 0 0 19,572,880

　　有価証券 1,025,514,880 5,076,837 19,915,487 1,010,676,230

小計 1,045,087,760 5,076,837 19,915,487 1,030,249,110

 特定資産

　 退職給付引当資産 11,514,867 2,407,300 0 13,922,167

　 ＳＤＤ基金資産 146,291,796 9,779,951 8,297,165 147,774,582

　 橋本基金資産 724,042,368 49,829,154 50,716,999 723,154,523

　 繰入基金資産 385,162,400 401,584 3,077,684 382,486,300

　 給付責任準備資産 1,510,446,551 93,702,255 253,266,041 1,350,882,765

　 事業積立資産 229,522,386 3,495,973 10,753,300 222,265,059

小　　　　　計 3,006,980,368 159,616,217 326,111,189 2,840,485,396

合　　　　　計 4,052,068,128 164,693,054 346,026,676 3,870,734,506

            なお、保有債券のすべてに採用している。

　４．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

       財務諸表に対する注記



　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。 （単位：円）

科　　　目 当期末残高
（うち指定正味財
産からの充当額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

（うち負債に対応
する額）

 基本財産

　　普通預金 19,572,880 (6,956,414) (12,616,466) ―

　　有価証券 1,010,676,230 (580,170,766) (430,505,464) ―

小　　　　　計 1,030,249,110 (587,127,180) (443,121,930) (0)

 特定資産

　 退職給付引当資産 13,922,167 ― ― (13,922,167)

　 ＳＤＤ基金資産 147,774,582 (147,774,582) ― ―

　 橋本基金資産 723,154,523 (319,527,276) (403,627,247) ―

　 繰入基金資産 382,486,300 (381,981,395) (504,905) ―

　 給付責任準備資産 1,350,882,765 ― ― (1,350,882,765)

　 事業積立資産 222,265,059 ― (222,265,059)

小　　　　　計 2,840,485,396 (849,283,253) (626,397,211) (1,364,804,932)

合　　　　　計 3,870,734,506 (1,436,410,433) (1,069,519,141) (1,364,804,932)

　　　該当なし

 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）

科　　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

　建物附属設備 125,709 105,977 19,732

　什器備品 1,250,499 1,118,880 131,619

　ソフトウェア 409,500 409,500 0

合計 1,785,708 1,634,357 151,351

　８．債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高

　債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）

貸倒引当金の 債権の

当期末残高 当期末残高

 緊急一時貸付金 1,038,500 1,038,500 0

合計 1,038,500 1,038,500 0

　　　該当なし

　　　該当なし

　　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。 （単位：円）

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照表
の記載区分

自動車事故対策費 補助金 国 0 18,521,184 18,521,184 0

日本損害保険協会 0 12,347,332 12,347,332 0

日本自動車工業会 0 3,704,236 3,704,236 0

全国共済農業協同組
合連合会 0 1,852,118 1,852,118 0

合計 0 36,424,870 36,424,870 0

科　　　　　目 債権金額

　９．保証債務等の偶発債務

　１０．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　１１．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

 民間負担金

　５．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

　６．担保に供している資産

　７．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高



　　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

内　　容 金　　額

 経常収益への振替額

　 基本財産受取利息 7,514,274

　 橋本基金資産受取利息 1,249,113

　 繰入基金資産受取利息 2,741,268

　 受取寄付金 57,613,760

　 受取補助金 36,424,870

 経常外収益への振替額

合計 105,543,285

　　　該当なし

　　　該当なし

１５．退職給付に関する事項

　（１）採用している退職給付制度の概要

　　　 確定給付型の制度として、退職給付一時金制度を設けている。

　（２）退職給付債務及びその内訳

　　　 退職給付債務 6,535,500 円

　　　 退職給付引当金 6,535,500 円

　（３）退職給付費用に関する事項

　　　 勤務費用 887,300 円

　　　 退職給付費用 887,300 円

　（４）退職給付債務等の計算基礎に関する事項

　     退職給付債務の計算にあたっては、退職一時金制度に基づく期末自己都合要支給額を基礎として計上している。

１６．金融商品の状況に関する注記

　（１）金融商品に対する取組方針

　　　 当法人は、事業の財源の相当部分を運用益によって賄うため、債券、投資信託、デリバティブ取引を組み込んだ

　　　 複合金融商品（仕組債）により資産運用している。なお、投機目的のデリバティブ取引は行わない方針である。

　（２）金融商品の内容及びそのリスク

　　　 投資有価証券は、債券、投資信託、デリバティブ取引を組み込んだ複合金融商品（仕組債）であり、発行体の

　　　 信用リスク、市場価格の変動リスクにさらされている。

　（３）金融商品のリスクに係る管理体制

　　　 ①　資産運用規定に基づく取引

　　　 　　 金融商品の取引は、当法人の資産管理運用規程に基づき、資産運用検討委員会で審議を行う。

　　　 ②　信用リスクの管理

　　　 　　 債券については、発行体の状況を定期的に把握し、理事会に報告する。

　　　 ③　市場リスクの管理

　　　 　　 投資信託、仕組債については、関連する市場の動向を把握し、運用状況を理事会に報告する。

　１２．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

　１３．関連当事者との取引の内容

　１４．重要な後発事象



令和4年3月31日現在

　　基本財産及び特定資産の明細については注記4に記載しているため記載を省略している。

（単位：円）

目的使用 その他

 賞与引当金 2,077,333 2,095,533 2,077,333 0 2,095,533

 退職給付引当金 5,648,200 887,300 0 0 6,535,500

 役員退職慰労引当金 5,866,667 1,520,000 0 0 7,386,667

 給付責任準備引当金 1,664,883,764 0 141,378,883 0 1,523,504,881

附属明細書

期末残高

　1．基本財産及び特定資産の明細

　2．引当金の明細

科　　　　　目 期首残高 当期増加額
当期減少額



令和４年３月３１日現在

（単位：円）

使用目的等 金　額
（流動資産） 現金 手許保管 69,173

預金

三菱ＵＦＪ信託銀行本店／みずほ銀行
新橋支店／三菱UFJ銀行本店／ゆう
ちょ銀行海事ビル／ゆうちょ銀行麹町
本通

182,512,144

未収金 育成基金事業加入遺児への育成給付財源 18,521,184
未収収益 未収利息 6,561,474

207,663,975
（固定資産）

預金
みずほ銀行新橋支店／三菱ＵＦＪ銀行
本店 19,572,880

小計 1,030,249,110
退職給付引当資産 預　金 みずほ銀行新橋支店 役職員の退職金の支払いに備えたもの 13,922,167

預　金 みずほ銀行新橋支店 52,385,581
投資信託 日経225連動型上場投資信託 他4銘柄 36,166,641

小計 147,774,582

預金
みずほ銀行新橋支店／三菱ＵＦＪ銀行
本店／ゆうちょ銀行麹町本通 172,211,023

小計 723,154,523
預　金 みずほ銀行新橋支店 120,000,000
金銭信託 三井住友信託銀行 100,000,000

小計 382,486,300
預金 三菱ＵＦＪ信託銀行本店 211,191,465

小計 1,350,882,765

預金
三菱ＵＦＪ信託銀行本店／みずほ銀行
新橋支店／三菱ＵＦＪ銀行本店 122,019,859

小計 222,265,059
特定資産合計 2,840,485,396

建物附属設備 19,732
什器備品 131,619
ソフトウェア 0
電話加入権 317,375

緊急一時貸付金
公益目的事業に係る債権（公益目的保有財
産） 0

3,871,203,232
4,078,867,207

（流動負債） 未払金
令和３年度計上の新型コロナ対策特別給付
金５件の未払額 250,000

未払給付金
育成基金事業加入遺児への未払育成給付
金額 25,163,000

育成基金事業加入遺児への育成給付財源 16,902,471

1,070,000
預り金 1,267,365
賞与引当金 役職員に対するもの 2,095,533

46,748,369

（固定負債） 退職給付引当金 職員の退職給付金の引当金 6,535,500
役員退職慰労引当金 役員の退職慰労金の引当金 7,386,667

給付責任準備引当金
交通遺児が加入する育成基金事業の育成
給付金給付財源として保有すべき責任準備
引当金

1,523,504,881

1,537,427,048

1,584,175,417

2,494,691,790

運転資金として保有

固定負債合計

　　負債合計

　　正味財産合計

源泉所得税、地方税、雇用保険料

流動負債合計

固定資産合計
　　資産合計

前受金
民間団体負担金の前受分

賛助会費の前受分

令和３年度援護事業費未払分

令和４年３月分育成給付金

その他固定資産

事務室電気配線他
（共用財産）
公益目的保有財産として８５％使用、管理目
的に１５％（２号財産）使用

事務用机、パーティション他

ホームページ管理用

電話回線４本

貸付事業(廃止)に係る債権

給付責任準備資産
交通遺児が加入する育成基金事業の育成
給付金給付財源として保有するもの有価証券

利付国庫債券 ＃122／地方公共団体
金融機構債券＃172／福岡北九州高
速道路債券＃127／三菱ＵＦＪ信託銀
行社債(劣)＃11／クレディ・アグリコル
SA期限前償還条項付非上位円貨社債
＃8　他6銘柄

1,139,691,300

事業積立資産
交通遺児等支援の充実等を図るため保有
する資金

有価証券
大阪瓦斯社債（劣）＃4／九州電力社
債＃434 100,245,200

日本高速道路保有・債務返済機構債
券＃123／日本生命第6回劣後ローン
流動化㈱無担保社債＃1 他4銘柄

550,943,500

繰入基金資産
公益目的保有財産であり、運用益を公益目
的事業に使用

有価証券
鉄道建設・運輸施設整備支援機構債
券＃69 他1銘柄 162,486,300

1,010,676,230

特定資産

ＳＤＤ基金資産
交付者の定めた使途（ＳＤＤ基金事業の実
施）に備え保有している資金（６号財産）

有価証券
利付国債＃172／みずほFG劣後債＃
13 他3銘柄 59,222,360

橋本基金資産
公益目的保有財産であり、運用益を公益目
的事業に使用

有価証券

流動資産合計

基本財産

（共用財産）
公益目的保有財産として６０％使用、管理目
的に４０％（２号財産）使用有価証券

利付国庫債券＃61／静岡県公募公債
＃15／日本高速道路債務返済機構債
＃8 他8銘柄

財　　産　　目　　録

貸借対照表科目 場所・物量等

現金預金

自動車事故対策費補助金分



監 査 報 告 書 

 

公益財団法人 交通遺児等育成基金 

 会 長  小 幡 政 人  殿   

 

                     令和４年 ５月 １２日 

                      公益財団法人 交通遺児等育成基金 

監 事  岡 安 雅 幸  印 

 

                       

                         

私監事は、令和３年４月１日から令和４年３月３１日までの事業年度の理事の職務の執

行を監査いたしました。その方法及び結果について、次のとおり報告いたします。 

 

１ 監査の方法及びその内容 

  監事は、理事及び使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努

めるとともに、理事会その他の重要な会議に出席し、理事及び使用人等からその職務の

執行状況についての報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、

業務及び財産の状況を調査いたしました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事

業報告について検討いたしました。 

さらに、会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る計算書類

（貸借対照表及び正味財産計算書）及びその附属明細書並びに財産目録について検討

いたしました。 

 

２ 監査意見 

（１）事業報告等の監査結果 

  一 事業報告は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示しているものと認めま

す。 

   二 理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な

事実は認められません。   

 （２）計算書類及びその附属明細書並びに財産目録の監査結果 

    計算書類及びその附属明細書並びに財産目録は、法人の財産及び損益の状況をす

べての重要な点において適正に示しているものと認めます。 



 

独立監査人の監査報告書 

                            令和４年５月１０日 

公益財団法人 交通遺児等育成基金 

理事会 御中 

                     鈴木公認会計士事務所 

東京都千代田区 

                     公認会計士  鈴 木 善 也 

＜財務諸表監査＞ 

監査意見 

 私は、公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第２３条の規定に基づ

く監査に準じて、公益財団法人 交通遺児等育成基金 の令和３年４月１日から令和

４年３月３１日までの令和３年度の貸借対照表 及び 損益計算書（公益認定等ガイド

ラインⅠ－５(1)の定めによる「正味財産増減計算書」 をいう。）並びにその附属明

細書並びに財務諸表に対する注記について監査し、 併せて 、正味財産増減計算書内

訳表（以下、これらの監査の対象書類を「財務諸表等」という。）について監査を行

った。 

 私は、上記の財務諸表等が、我が国において一般に公正妥当と認められる公益法人

会計の基準に準拠して、当該財務諸表等に係る期間の財産及び損益（正味財産増減）

の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。 

 

監査意見の根拠 

 私は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行っ

た。監査の基準における私の責任は、「財務諸表等の監査における監査人の責任」に記

載されている。私は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、法人から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。私は、意見表明

の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。 

 

その他の記載内容 

 その他の記載内容は、事業報告及びその付属明細書並びに財産目録のうち意見の対象

とされていない部分である。理事者の責任は、その他の記載内容を作成し開示すること

にある。また、監事の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用におけ

る理事の職務の執行を監視することにある。 

 私の財務諸表等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、私

はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。 

 財務諸表等の監査における私の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程にお

いて、その他の記載内容と財務諸表等又は私が監査の過程で得た知識との間に重要な相

違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容

に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。 

 私は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合



 

には、その事実を報告することが求められている。 

 その他の記載内容に関して、私が報告すべき事項はない。 

 

財務諸表等に対する理事者及び監事の責任 

 理事者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる公益法人会計の基準

に準拠して財務諸表等を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬

による重要な虚偽表示のない財務諸表等を作成し適正に表示するために理事者が必要

と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

 財務諸表等を作成するに当たり、理事者は、継続組織の前提に基づき財務省等を作

成することが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる公益法人会計の基準に基づいて継続組織に関する事項を開示する必要がある場合

には当該事項を開示する責任がある。 

 監事の責任は財務報告プロセスの整備及び運用における理事の職務の執行を監視す

ることにある。 

 

財務省等の監査における監査人の責任 

 監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての財務諸表等に不

正又は誤謬による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査

報告書において独立の立場から財務諸表等に対する意見を表明することにある。虚偽

表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、財務諸

表等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性がある

と判断される。 

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査

の過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を

実施する。 

・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚

偽表示リスクに対応した監査手続を立案し、実施する、監査手続の選択及び適用は

監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入

手する。 

・ 財務諸表等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのもの

ではないが、監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続

を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。 

・理事者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに理事者によって行わ

れた会計上の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。 

・ 理事者が継続組織を前提として財務諸表等を作成することが適切であるかどうか、

また、入手した監査証拠に基づき、継続組織の前提に重要な疑義を生じさせるよう

な事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続組

織の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において財務諸



 

表等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する財務諸表等の

注記事項が適切でない場合は、財務諸表等に対して除外事項付意見を表明すること

が求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づ

いているが、将来の事象や状況により、法人は継続組織として存続できなくなる可

能性がある。 

・ 財務諸表等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる

公益法人会計の基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた

財務諸表等の表示、構成及び内容、並びに財務諸表等が基礎となる取引や会計事象

を適正に表示しているかどうかを評価する。 

 監査人は、監事に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で

識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求

められているその他の事項について報告を行う。 

 

＜財産目録に対する意見＞ 

財産目録に対する監査意見 

 私は、公益財団法人 交通遺児等育成基金の令和４年３月３１日現在の令和３年度

の財産目録（「貸借対照表科目」、「金額」及び「使用目的等」の欄に限る。以下同

じ。）について監査を行った。 

 私は、上記の財産目録が、我が国において一般に公正妥当と認められる公益法人会

計の基準に準拠しており、公益認定関係書類と整合して作成されているものと認める。 

 

財産目録に対する理事者及び監事の責任 

 理事者の責任は、財産目録を、我が国において一般に公正妥当と認められる公益法 

人会計の基準に準拠するとともに、公益認定関係書類と整合して作成することにある。 

 監事の責任は、財産目録作成における理事の職務の執行を監視することにある。 

 

財産目録に対する監査における監査人の責任 

 監査人の責任は、財産目録が、我が国において一般に公正妥当と認められる公益法

人会計の基準に準拠しており、公益認定関係書類と整合して作成されているかについ

て意見を表明することにある。 

 

利害関係 

 公益財団法人 交通遺児等育成基金と私との間には、公認会計士法の規定により記

載すべき利害関係はない。 

                                   以 上 


